
 

 

 

 

                   

 
 

まちづくりへの一歩としての「六小まつり」 
校長 寺尾 千英 

校庭の木々がいっそう青みを増し、いよいよ子どもたちが楽しみにしている「六小まつり」の季節が

やってきました。本年度は、「六小まつり」の学習のねらいに「地域をつくる一員としての自覚

をもち、自ら問いをもち、自分たちの力で実践する」という一文を加えています。これは、昨年

度から小平第二中学校区で掲げている「あいさつで笑顔あふれる平和なまち」のまちづくり

宣言を踏まえて取り組んでいる学習であるからです。 

３年生以上が学級単位で店づくりを行っていますが、「自分たちだけではなく、他の学年

や見に来てくれた人たちみんなが楽しめるか」「安全に行えるものか」などの問いをもち、短

い期間の中で試行錯誤しながら取り組んでいます。 

子どもたちにとっての「まち（社会）」である、学級や学年、学校に加え、保護者を含めた地域の方

や近隣の就学前施設の幼児など、まちの人々を思い浮かべながら店づくりを行うこと

をとおして、身近な社会を自分たちの手でより良くする経験を積んでいってほしいと

考えています。 

当日は子どもたちのアイデアときらめく笑顔があふれる一日となるはずです。ご参観

を心よりお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           六 小 通 信    

みんなの笑顔が輝く学校 

令和８年６月３０日 

７月号 

小平市立小平第六小学校 

校長 寺尾 千英 

７月生活目標   

「話をよく聞き、自分の考えを伝えよう」 

 生活保健部：駒田彩子 

子どもたちが豊かに学び、よりよい関係を築

いていくためには、「話をよく聞くこと」と「自

分の考えを伝えること」の両方が大切です。 

相手の話に耳を傾けることで、自分とは異な

る考え方や感じ方に気付き、学びを深めること

ができます。 

また、自分の思いや考えを言葉で伝え、それ

を相手に受け止めてもらえたという経験は、自

信につながり、心のエネルギーとなります。ご

家庭でも、お子さんの話に耳を傾け、思いや考

えを安心して伝えられる機会を大切にしていた

だければ幸いです。 

７月の教育相談日  
（スクールカウンセラー 重冨） 

１日（水） ８日（水） 1５日（水） 

「身体を整えて元気に夏休みを」 

特別支援教室 「ひまわり」：西田 武博 

 ７月 21日からいよいよ夏休みが始まります。1か月以上の

長い休みになると生活リズムも崩れがちで、身体と心の不調

につながります。簡単な運動を紹介いたしますので、酷暑の

日が続きますが、クーラーのきいた部屋で身体を動かして元

気に楽しい夏休みを過ごしましょう。 

 

① １００ｃｍ走 

１００ｍ走ではなく、１００ｃｍ走です。１ｍの距離をなるべく

ゆっくり走る（進む）という運動で、速い人が勝ちではなく

なるべくゆっくり進んだ人が勝ちというものです。スロー

モーションで進むことで体幹が鍛えられます。 

② 雑巾がけレース 

雑巾がけも体のバランス感覚を養うことや手足の協調と

いったいろいろな感覚を育てる運動です。慣れていないと

バランスを崩して転倒してしまうことがあるので、からぶ

きではなくぬれぶきで、初めは膝をついた状態でゆっくり

と行ってみてはどうでしょうか。ジグザグに進むコースや

潜り抜けるコースなども作ってみると楽しみながら取り組

め、運動効果も上がります。 

六小の特別支援教育 


